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At the beginning of the 19th century America, most writers, publishers and readers still
headed for Europe. However, being encouraged by Emerson’ s declaration of intellectual
independence in “The American Scholar” in 1837, the movement of intellectual independence
from European literature, arts and thoughts began. Moreover, there were American writers




This paper analyses the process and unknown motivation as to why Elizabeth Peabody,
known as the educator who opened the first kindergarten in the United States in 1860,
started her bookstore and circulating library selling and lending imported books and
magazines from Europe in 1840. At her bookstore, Peabody held “Conversation” by Fuller,
and published the Transcendentalist journal, Dial and other books, including Hawthorne’ s
early works. As an educator, Peabody wanted to offer people a chance to study. Her
motivation to open Peabody’s bookstore was to construct an intellectual community, and that
contributed to American intellectual independence from Europe.
はじめに
ナサニエル・ホーソーン（Nathaniel Hawthorne）の義姉、エリザベス・ピーボディ（Elizabeth









である『エリザベス・パーマー・ピーボディ―』（Elizabeth Palmer Peabody : A Reformer of Her
Own Terms, 1999）において、改革者としてのピーボディを描いてはいるものの、フラーの「談
話会」にページを割いている。また、メーガン・マーシャル（Megan Marshall）は、『ピーボディ




































した短編集『スケッチ・ブック』（The Sketch Book）を 1819 年にアメリカで、1820 年にイギリス
でも出版し、国際的な作家として名声を博した。また、ジェイムス・フェニモア・クーパー（James
Fenimore Cooper）は、アメリカ独立戦争を時代背景にした『スパイ』（The Spy）を 1821 年に出
版した。さらに、女性作家としてはピーボディの友人であったキャサリン・マリア・セジウィッ
ク（Catharine Maria Sedgwick）がクエーカー教徒を主人公とする『ニュイングランドテール』
（A New-England Tale）を 1822 年に、またネイティブアメリカンを描いた『ホープ・レズリー』













レーは、『アメリカン・ミュージアム』（The American Museum）の編集刊行を始めた。1793 年に
は、カーレーは書店を開店し、アメリカ人作家を最初から援助したが、販売の面で頼っていたの
はイギリス人作家の作品であった（Madison 9）。カーレーは、イギリス生まれのスザンナ・H・
ローソン（Susanna H. Rowson）の『シャーロット・テンプル』（Charlotte Temple, 1791）の米






ある（Fink 151-52）。1819 年に『スケッチ・ブック』を最初に出版したニューヨークの C・S・





（Charles Wiley）が 1807 年に書店を開店していた。『スパイ』の人気のために、クーパー自身は
気に入らなかったが、直ぐに「アメリカのウォルター・スコット」として知られるようになった
（Madison 15）。ピーボディのいとこのG.P. プトナム（G.P. Putnam）は、1833 年からニューヨー
クのウィリー＆ロング（Wiley & Long）で働き始めた。そこは 1840 年からウィリー＆プトナム
（Wiley & Putnam）となり、ホーソーンの初期作品をピーボディと共同出版した。1841 年にロン
ドンに行ったプトナムは、アメリカの本を販売するために店舗を構え、帰国後はプトナム＆サン
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ティクナーは、1832 年にボストンのオールド・コーナー・ブックストアーでアレン & ティクナー
（Allen & Ticknor）として出版業界に参入した。アレンの引退後、ティクナー が一人で経営を行
い、出版物は“Ticknor’s books”と呼ばれ、「彼は文学界に対するアメリカの態度を変えた慎み深い
が強くて積極的な人」であったと言われている（Ticknor 18）。1845 年にジェームズ・トーマス・
フィールズ(James Thomas Fields)とジョン・リード（John Reed）がパートナーとなり、リード













































Can you notice Miss Peabody’s Bookstore in your “Intelligence” chapter. If I had not so









Now appoint Miss Peabody your committee for this department: She will draw up the
little chronicle with the utmost facility & perfectly well: & shall be supplied by such









（“Conversations”）も書店のフロントパーラーにて開催した。1回目のシリーズは 1839 年 11 月 3
日から、まだ開店していないウエスト・ストリートの書店で、25 人の女性を集めてギリシャ神話
について行われた。2 回目は 1840 年 11 月に美術についてピーボデの書店で行われた。3 回目は
1841 年 3 月 1 日から 5 月 6 日にかけてジョージ＆ソファイア・リプレイ（George & Sophia









It is extremely important, that every woman should know how to use her needle
skillfully and expeditiously, so that this family care need not be a burden; but that
secured, I should not be in favor of her giving many hours to sewing, unless
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さらに、ピーボディの書店は超絶主義者の会合の場所にもなり、1840 年 9 月には超絶主義の最
後の会合が開催された。超絶主義者の中で、超絶主義の根本的な問題である教会は改革できるか
について意見が分かれていたために、超絶主義クラブは解散することになったのである。ピーボ









ていたピーボディは、1842 年と 1843 年に超絶主義者の雑誌、『ダイアル』（Dial）の出版に携わっ
た。もっとも、『ダイアル』の出版は収入よりも製作等に費用がかさみ、1843 年 4 月廃刊となっ
た。加えて、奴隷制に反対であったピーボディは、チャニング牧師のパンフレット、『奴隷解放』
(Emancipation, 1841)や、ヘンリー・デイヴィッド・ソロー（Henry David Thoreau）の「市民









メアリーがキューバに滞在していた間（1833 年－ 1835 年）、ピーボディはテンプルスクールで働
いていたのである。アメリカを 1834 年に訪問し、アメリカの女子教育を批判したイギリスの社




Money has always seemed to me what it is; and so little value have I attached to it,
that I cannot ascribe to myself any merit or virtue for giving it away. My principle is
to spend my whole income, without reserving anything. For me to accumulate would










Token, 1827-1842)に 1829 年短編を送り始めた。T・ウォルター・ハーバート（T. Walter
Herbert）によれば、グッドリッチはホーソーンの短編を匿名で出版し、利益とともに評判を得て
いたが、ホーソーンは世間に認識されることがなかった（Herbert, “Different from Himself”）。5
また、ホーソーンは、『アメリカンマガジン』（American Magazine of Useful and Entertaining
Knowledge）の編集のためにグッドリッチ等に雇われ、1836 年にボストンに引っ越したが、グッ
ドリッチは約束通りに支払いをしなかった。そのために、ホーソーンは妹のルイーズ（Louisa）
宛ての 1836 年 2 月 15 日付の手紙で送金を依頼するとともに、グッドリッチとは「今や関係を絶っ
た。そして彼には近づかないようにしようと思っている」。彼は「善良な類の人であるが、お金の
ことに関してはむしろ良心的でない」と書き送っている（15: 236）。もっとも、グッドリッチから
は後に送金されてきた。よって、1836 年 5 月から 9月にかけてホーソーンは姉のエリザベスとと
もにグッドリッチ編著の『ピーター・パーレー』（Peter Parley’s Universal History on the Basis




一方、ピーボディは 1830 年代に『トークン』や『ニューイングランドマガジン』（New England
Magazine）に掲載されたセイラムの幼馴染のホーソーンの短編を称賛していた（Marshall 351）。
1837 年には、短編をまとめたホーソーンの『トワイス・トールド・テールズ』（Twice Told Tales）
がアメリカン・ステーショナーズから出版された。同年にホーソーンから『トワイス・トールド・
テールズ』を受け取ったピーボディは、後に妹メアリーの夫になるホレス・マン（Horace Mann）
がマサチューセッツ地区の学校図書館用の本を探していたので、以下に引用する 1838 年 3 月 3
日付の手紙をマンに送った。ピーボディの感じ取ったホーソーンの「自然への熱情」の是非はと
もかく、彼女はホーソーンを「一級の天才」で「アービングに勝る」と称賛した。
There is a young man in this town―not so very young either―…of whom you have
heard―the Author of the “Twice told Tales.” He is I think a man of first rate
genius.―To my mind he [two words illegible] surpasses Irving even―in the
picturesque beauty of his style―& certainly in the purity―elevation―and justness of
his conscience―An extreme shyness of disposition―and a passionate love of
nature―together with some peculiar circumstances have made him live a life of















また、1838 年 2 月、ピーボディは、エマソンの『自然論』（Nature）とともに『トワイス・トー
ルド・テールズ』を彼女の信奉するイギリスのワーズワースに送り、ホーソーンの本を紹介した。









ンは翌年ボストンの税関で職を得ることができたのである（Letters 217 － 18）。
このように公的にも私的にもホーソーンを援助したピーボディは、1840 年に開店した書店で
ホーソーンの『おじいさんの椅子』をウィリー＆プトナムと共同で 1840 年 12 月（1841 年付）に
出版し、続いて『有名な昔の人達』を 1841 年 1 月に、『自由の木』は 3月に、E.P. ピーボディ出
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